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何
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わ
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ー
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第
三
章
●

私
の
セ
レ
ナ
ー
デ



　

心
の
ア
ル
バ
ム
に
、
そ
っ
と
「
あ
の
こ
ろ
」
の
思
い
出
を
し

ま
っ
て
い
る
。

　

長
期
連
載
「
別
府
恋
歌
」
の
第
三
章
「
私
の
セ
レ
ナ
ー
デ
」。

　

今
シ
リ
ー
ズ
は
、
湯
の
街
で
年
輪
を
重
ね
て
き
た
男
女
六
人

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
別
府
」
を
描
く
。

心
の
ア
ル
バ
ム
開
く
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「沖ん出ると、高崎山の位置を確認する。それを目印に漁の場所
に行くんじゃ。昔からそうで。別府市松原町在住

65
　
〈
米
沢
日
出
男
。
七
十
九
歳
。
別

府
湾
に
船
を
出
し
て
六
十
年
以
上
の

古
参
漁
師
〉

　

確
か
昭
和
二
十
年
の
七
月
じ
ゃ
っ

た
と
思
う
。
す
ぐ
終
戦
に
な
っ
た
け

ん
な
。
オ
ヤ
ジ
が
一
人
で
は
え
縄
し

よ
っ
て
、
手
伝
い
だ
し
た
ん
が
始
ま

り
じ
ゃ
。
確
か
…
十
六
か
十
七
ん
時

や
っ
た
。

●

　

昔
は
な
、
ア
ナ
ゴ
と
か
フ
ク
と
か

二
〇
〇
八
年
四
月
十
四
日

何
で
ん
釣
れ
よ
っ
た
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タ
イ
と
か
捕
り
よ
っ
た
。
時
季
に
よ
っ
て
違
う
け
ど
な
。

　

あ
あ
、
そ
れ
と
ア
マ
テ
縄
も
し
よ
っ
た
。
ア
マ
テ
？　

今
ん
城
下
カ
レ
イ
ん

こ
っ
ち
ゃ
。

　

み
ん
な
櫓
（
ろ
）
を
こ
い
で
行
き
よ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
伝
馬
（
船
）
や
っ

た
で
。
機
械
船
も
あ
っ
た
が
、
油
が
配
給
で
い
つ
も
使
え
ん
か
っ
た
ん
よ
。

　

そ
り
ゃ
あ
、
よ
う
捕
れ
よ
っ
た
で
。
何
で
ん
釣
れ
よ
っ
た
。
フ
ク
な
ん
か
、

船
ん
四
つ
の
い
け
す
に
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
よ
。
多
い
日
は
百
五
十
匹
は
釣
れ
よ
っ

た
で
。

●

　
〈
当
時
の
別
府
湾
は
透
き
通
っ
て
い
た
〉

　

濁
り
も
何
も
ね
え
で
、
そ
ら
ぁ
美
し
か
っ
た
で
。
ど
こ
行
っ
て
ん
淡
い
色

じ
ゃ
っ
た
。

　

洗
剤
が
で
き
て
か
ら
よ
。
そ
れ
ま
で
川
か
ら
泥
や
ご
み
な
ん
か
流
れ
て
こ
ん

か
っ
た
。
今
は
海
ん
底
が
汚
れ
て
黒
う
な
っ
ち
ょ
る
。
信
じ
ら
れ
ん
。

　

オ
カ
（
沖
）
か
ら
見
る
別
府
ん
街
も
美
し
か
っ
た
で
。
今
ん
ご
と
ビ
ル
な
ん

か
ね
え
し
、
湯
煙
も
ナ
ン
ボ
で
ん
見
え
よ
っ
た
。
ホ
ン
ト
、
な
だ
ら
か
な
坂
ん

街
や
っ
た
。

●

　
〈
二
ト
ン
船
「
米
福
丸
」
を
操
舵
（
そ
う
だ
）
し
、
月
に
平
均
十
日
は
夫
婦

で
漁
に
出
る
〉

　

か
じ
持
つ
ん
は
ワ
シ
じ
ゃ
。
オ
カ
ン
は
魚
が
掛
か
る
か
見
ち
ょ
る
だ
け
。
ま
、

小
遣
い
稼
ぎ
や
。

　

漁
師
は
人
に
使
わ
れ
ん
。
海
に
出
り
ゃ
あ
、誰
で
ん
対
等
。
そ
れ
が
魅
力
じ
ゃ

わ
。

　

毎
日
食
い
よ
る
。
ほ
や
け
ん
分
か
る
ん
よ
。
な
ん
や
か
ん
や
ゆ
う
て
ん
、や
っ

ぱ
…
別
府
湾
の
魚
は
う
ま
い
で
。
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錦野旦はトランペットの見習いだった。「たまに歌わせると、変
わった声でしたけど…やはりうまかったですね」。別府市南立石
本町在住

わ
が
青
春
の
ス
テ
ー
ジ

66
　

特
大
の
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
が
回
転

し
て
い
た
。

　

目
の
前
に
フ
ロ
ア
。
そ
の
向
こ

う
に
は
、
和
服
や
ド
レ
ス
で
着

飾
っ
た
ホ
ス
テ
ス
が
約
三
百
人
。

一
階
・
中
二
階
・
三
階
の
ボ
ッ
ク

ス
席
を
行
き
来
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
い
く
か
―
。

　

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
合
図
で
演
奏
を

始
め
る
と
、
カ
ク
テ
ル
グ
ラ
ス
を

手
に
し
た
数
百
人
の
酔
客
が
一
斉

二
〇
〇
八
年
四
月
十
五
日
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に
こ
っ
ち
を
向
い
た
。

●

　

中
野
伸
志
（
し
ん
じ
）。
六
十
八
歳
。

　

一
九
六
〇
年
代
、海
岸
線
の
浜
町
に
あ
っ
た
国
際
観
光
キ
ャ
バ
レ
ー「
ニ
ュ
ー

ナ
ポ
リ
」
の
元
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
。

　
「
と
に
か
く
毎
晩
、
一
流
の
シ
ョ
ー
ば
か
り
で
し
た
よ
。
有
名
な
プ
ロ
歌
手

が
来
た
り
、
ス
ト
リ
ッ
プ
が
あ
っ
た
り
…
。
駆
け
出
し
の
泉
ピ
ン
子
が
漫
談
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

●

　

テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
奏
者
だ
っ
た
。
午
後
七
時
か
ら
深
夜
ま
で
、
チ
ェ
ン
ジ
バ

ン
ド
と
交
代
し
な
が
ら
の
ス
テ
ー
ジ
。

　
「
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
客
が
フ
ロ
ア
で
踊
る
ん
で
す
。
き
つ
い
な
ん
て
言
っ

て
ら
れ
ん
か
っ
た
」

　

み
ん
な
心
か
ら
笑
っ
て
い
た
。

　
「
景
気
良
か
っ
た
し
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
て
、
ケ
ー
キ
を
手
に
し
た
酔
っ

ぱ
ら
い
が
道
端
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ひ
っ
く
り
返
っ
て
た
。
そ
ん
な
光
景
、
最
近
見
ら

ん
も
ん
ね
」

　

三
十
二
歳
の
時
、
店
の
ネ
オ
ン
は
消
え
た
。

●

　

ジ
ャ
ズ
を
奏
で
た
器
用
な
両
手
で
、
今
、
タ
ク
シ
ー
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て

い
る
。

　
「
あ
の
こ
ろ
、生
き
る『
そ
の
先
』に
何
か
い
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な
時
代
だ
っ

た
。
誰
も
想
像
せ
ん
か
っ
た
で
す
よ
…
別
府
が
こ
ん
な
に
寂
れ
る
な
ん
て
」

　

わ
が
青
春
の
ニ
ュ
ー
ナ
ポ
リ
。

　
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
も
ん
な
ら
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た

あ
の
ス
テ
ー
ジ
に
戻
り
た
い
も
ん
で
す
」
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「キャンプ内で初め
てアップルパイを食
うた。世の中にこん
な甘くてウマイもん
があるんか、とたま
がった」。別府市駅
前本町在住

湯
の
街
の
〝
ア
メ
リ
カ
〟

67
　

あ
れ
は
夢
幻
だ
っ
た
の
か
。

　

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
レ
イ
バ
ン
の
サ
ン
グ
ラ
ス
。
颯
爽
（
さ
っ
そ
う
）
と
左
ハ

ン
ド
ル
の
ジ
ー
プ
を
操
る
自
分
を
、青
い
目
の
彼
ら
は
「
マ
イ
ク
」
と
呼
ん
だ
。

　

井
上
義
夫
。
七
十
八
歳
。
戦
後
、
別
府
に
進
駐
し
た
米
軍
の
駐
屯
地
「
キ
ャ

二
〇
〇
八
年
四
月
十
六
日
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ン
プ
・
チ
ッ
カ
マ
ウ
ガ
」
で
働
い
た
元
専
属
ド
ラ
イ
バ
ー
。

　
「
あ
そ
こ
に
勤
め
て
い
た
日
本
人
は
皆
、
生
き
る
た
め
に
必
死
だ
っ
た
…
」

●

　

満
州
に
生
ま
れ
た
。
泉
都
に
引
き
揚
げ
て
き
た
の
は
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
完
成

か
ら
約
一
年
半
後
の
一
九
四
八
年
初
夏
。
雑
役
の
労
働
者
と
し
て
、
野
口
原
の

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
。
部
屋
の
暖
房
。
便
利
な
電
化
製
品
。
リ
ッ
チ
な
食
事
。

こ
れ
が
戦
勝
国
か
、
と
驚
い
た
。

　

当
時
十
九
歳
。

　
「
銀
座
街
の
入
り
口
で
ガ
リ
版
刷
り
の
英
字
新
聞
を
十
円
で
買（
こ
）う
て
な
。

そ
れ
こ
そ
丸
暗
記
よ
。
無
我
夢
中
で
英
単
語
を
覚
え
た
」

●

　

や
が
て
車
両
を
管
理
す
る
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
へ
。
別
府
湾
に
艦
船
が
入
港
す

る
た
び
、
軍
の
ラ
イ
セ
ン
ス
で
車
を
運
転
、「
Ｇ
Ｉ
」
た
ち
を
送
迎
し
た
。

　
「
富
士
見
通
り
を
上
が
っ
た
所
に
ト
ラ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
が
あ
っ
て
な
。
Ｍ
Ｐ（
憲

兵
）
に
証
明
カ
ー
ド
を
見
せ
て
入
る
と
、
そ
こ
か
ら
右
側
通
行
。
時
速
五
マ
イ

ル
（
八
キ
ロ
）
で
走
ら
な
い
け
ん
か
っ
た
」

　

キ
ャ
ン
プ
の
中
は
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
。
バ
ー
、
ク
ラ
ブ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
、
ジ
ム
…
。

　
「
そ
ら
も
う
、
何
で
も
あ
っ
た
。
物
資
が
乏
し
い
市
民
に
と
っ
ち
ゃ
あ
、
夢

の
場
所
や
っ
た
」

●

　

五
七
年
に
接
収
解
除
。
約
三
千
人
の
米
兵
は
撤
収
し
た
。

　
「
進
駐
軍
が
い
た
か
ら
地
域
経
済
が
潤
っ
た
。
だ
か
ら
別
府
は
発
展
で
き
た

ん
や
な
い
か
な
」

　

湯
の
街
か
ら
〝
リ
ト
ル
・
ア
メ
リ
カ
〟
が
消
え
て
半
世
紀
。
兵
舎
を
見
下
ろ

し
て
い
た
老
松
た
ち
は
、
今
も
別
府
公
園
に
根
を
張
っ
て
い
る
。
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と
学校法人別府大学が、大分の文化振興の一助とな
ることを願って立ち上げたインターネット活用プ
ロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承して
いくうえで重要な、さまざまな文書や資料をデジ
タル化して公開します。そして、読者からの指摘・

追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発展を
図っていきたいと願っています。情報があれば、
ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「別府恋歌」以外にもデ
ジタルブック等をホームページで公開していま
す。インターネットに接続のうえ下のボタンをク
リックすると、ホームページが立ち上がります。
まずは、クリック！！！

別 府 大 学大分合同新聞社

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「別府恋歌」　その 23
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2007 年 10 月 22 日～ 2009 年 3 月 14 日）

《デジタル版》
 2010 年 7 月 30 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「別府恋歌」について
　「別府恋歌」は、大分合同新聞社が 2007 年 10 月
から翌 2009 年 3 月まで、同紙夕刊に掲載した連載
記事。今回、デジタルブックとして再構成し、公開
する。登場人物の年齢をはじめ文中の記述内容は、
新聞連載時のもの。
2010 年 2 月 26 日　  　　　      NAN-NAN 事務局
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